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鉄筋コンクリート造（以下，RC 造）および鉄骨鉄筋コンクリート造（以下，SRC

造）中高層建物の耐震診断・改修を適切に行う必要性が高まる中，耐震診断法と適用

建物特性の関係を明確にする必要がある．本論文は，一般に靭性能が小さいせん断破

壊が先行する部材が支配的な RC 造もしくは SRC 造中高層集合住宅における特定層

への大被害の集中を回避することを目的とした層崩壊危険度の評価方法，およびこ

れらの建物に対して鉄骨枠付きブレース補強を行う際に，補強材が効果的に強度を

発揮するための配置条件を提案したものである．さらに，これらの評価方法，配置条

件を活用して，今後耐震診断・改修の対象として多くなることが予想される上記建

物の適切な耐震性能評価法，効果的な耐震改修設計法を提案した． 

層崩壊危険度の評価法を，梁の曲げ降伏先行を仮定したベースシア係数（第 3 次

診断法による CTU に相当），高さ方向の層の強度分布（第 2 次診断法の CTU･SD の分

布），および柱梁の曲げ耐力比 cM/bM（cM：柱の降伏耐力，bM：梁の降伏耐力）の組み

合わせにより定量的に示した工学的意義は高い． 

鉄骨枠付きブレース補強を行う際の効果的な配置条件を，鉄骨ブレース軸降伏が

ブレース架構の曲げ降伏に先行し，かつ上層階における曲げ変形が過大にならない

とし，この条件を満たす範囲を定式化した．層崩壊の防止を図ることと合わせ，保有

性能基本指標 E0 における梁降伏先行の全体崩壊モード形による補正係数（モード優

遇係数）が適用できることになり，耐震改修の促進が期待される． 

今後耐震診断・改修の対象として多くなることが予想される本対象建物に対する

層崩壊危険度の評価法，効果的な補強材の配置条件を示す事により，これまでその使

い分けにおいて混乱が見られた鉛直部材のみを対象とする第 2 次診断法，および梁

部材も耐震性能評価の対象とする第 3 次診断法の使い分けを，梁降伏先行を仮定し

た強度，層破壊の強度，柱･梁耐力比により定量的，明確に分類した．提案した鉄骨

枠付きブレースの配置条件と補強効果の分類に基づく補強計画を行った建物に対し，

補強効果の分類の適合性を静的荷重増分解析と時刻歴地震応答解析により確認した． 

また，同建物に対し鉄骨枠付きブレースを配することにより層崩壊危険度を小さく

した場合の耐震診断，時刻歴地震応答解析を行い耐震構造性能の目標値を満足する

ことを確認し，提案した耐震性能評価，耐震改修設計方法が妥当であることを検証し

ていることの学術的意義は大きい． 

 以上のように本論文は，今後耐震診断・改修の対象として多くなることが予想され

る RC および SRC 造中高層集合住宅建物に対し，層崩壊の防止を図る適切な耐震性

能評価法，効果的な耐震改修設計法を提案し，耐震改修の促進に貢献するという点で

学術上，工学上寄与するところが大きい． 

よって，本論文の提出者田子茂君は博士（工学）の学位を授与される資格があるも

のと判定した． 
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